
都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 210 ha

平成 17 年度　～ 平成 21 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

分 平成16年度 平成21年度

人/日 平成16年度 平成21年度

人 平成16年度 平成21年度

13

鉄道利用者 新駅を利用する1日あたりの平均乗降客数
目標年度における新駅1日あたりの乗降客数目標が新駅開設後1日あたりの乗降
客数実績を満たしているかの検証 0 2,408

盛岡市中心部とのアクセス時間
通勤通学時間帯における公共交通機関利用による盛岡市中心部（盛岡
駅）とのアクセス時間（朝7：00～9：00、夕方17：00～19：00）

新駅設置前と設置後で、公共交通機関利用における本地区と盛岡市中心部（盛
岡駅）とのアクセスに要する乗車時間の短縮が図られているかの検証 42

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 岩手県
たきざわむら

滝沢村
すごえきちく

巣子駅地区

計画期間 交付期間 21

○本地区の位置付け
　滝沢村は盛岡市の北西部に隣接し、盛岡の通勤通学圏としてのみならず、学園都市としても発展し、現在人口約５万３千人余りを有している。本地区周辺は大学や研究施設などの文教施設に囲まれており、今後は巣子駅地区に新
たな駅を設置することにより、村の重要な交通拠点の形成や周辺市街地と一体となった施設整備を行い、豊な自然環境を保全しつつ盛岡北部研究学園都市としてふさわしい環境の形成を目指している。
○現況
・本地区は盛岡市外周部に位置することから、昭和40年代後半より住宅地として急激に進行したが、ミニ開発が連続した市街地を形成しており、公共施設や公共交通網が未発達なまま開発が行われてきた。現在地区内からIGR岩手
銀河鉄道の最寄の駅までは遠く、通勤通学の交通手段は主にマイカーやバスを利用している。
・本地区から盛岡市方面への唯一の通勤通学路線である国道４号線は、朝夕はもとより季節を問わず慢性的な渋滞が発生しており、特に冬場については、降雪や路面凍結の影響によりさらに渋滞が激しくなり、通勤通学に要する時
間が路面状況により大きく変動している。
・通勤通学の交通手段を、運行時間が安定し、しかも利便性、安全性の高い公共交通機関利用へ切り替えるため、鉄道駅を新設し、バスやマイカーとの効率的乗換えを行えるような関連施設の整備が求められている。
・本地区には約9,000人が居住し、岩手県立大学、私立盛岡大学や岩手県立農業試験場などの学園研究施設に囲まれ、学園都市として位置付けられている。緑にも囲まれ良好な住宅地として発展する要素を備えているが、交通結節
点の機能が十分満たされていないのが状況である。不足している交通結節点機能を強化することにより魅力ある市街地を形成し定住化を図ることが求められている。
○これまでの取り組み
・施設等の計画にあたっては、地区住民や関係機関の代表で構成する[まちづくり検討委員会]で話し合いながら、交通結節点機能の向上等が図られるような施設を目指し、検討を重ねている。

9,170区域内の人口区域内人口
まちづくり熟成のバロメーターとして、村の平均人口増加に比べ当該地区への人
口集中が図られているかの検証 8,902

・平成17年度に開設する新駅の利用者とバス利用者が効率的かつ安全に乗り換えを行うため、必要な施設整備による脆弱な交通結節点機能の強化
・都市中心部への主要交通路線である国道4号の慢性的な渋滞による周辺道路網及び環境への影響の低減化、並びに積雪等の影響を受けにくい交通移動手段の確保
・新駅周辺の脆弱な交通結節点としての機能を向上するための必要な施設整備を行い、都市施設の充実を図ることによる周辺宅地未利用地への定住化誘導

交通結節点としてのまちづくり
・鉄道、バス利用者相互の利便性及び安全性等の向上による利用促進
・交通手段を自家用車から公共交通に転換することによる主要道路の慢性的な渋滞の解消と所要通勤通学時間の短縮安定化
・交通結節点機能強化による定住化促進

・村の中長期ビジョンの中でも当地区は、大学や研究施設が集積しており、今後は巣子地区に新たな駅が設置されることが具体化されることから、村の重要な交通拠点の形成や周辺の市街地と一体となった施設整備を行い、豊か
な自然環境を保全しつつ盛岡北部研究学園都市としてふさわしい環境を形成する地区として位置付けられている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針
整備方針１　（公共施設の利便性向上）

整備方針２　（地域交流拠点の充実と賑わいの再生）

整備方針３　（定住化の促進）

その他

・脆弱な交通結節点の強化をすることにより住宅環境の質を高め、宅地未利用地への定住化を誘導することを目的として、駅周辺地域としての特性を生
かせるようアクセス道路、駐車場等を整備する。

要素事業：道路（巣子駅線・巣子滝沢駅線）
要素事業：地域生活基盤施設（駐車場・駐輪場・広場）
要素事業：地域創造支援事業(複合交通センター・駅舎）

・施設等の計画にあたっては、地区住民や関係機関の代表で構成する[まちづくり検討委員会]で話し合いながら、交通結節点機能の向上等が図られるような施設を目指し、検討を重ねている。

方針に合致する主要な事業

・慢性的渋滞緩和と通勤通学時間短縮及び安定化を目指し、鉄道利用への転換を図るため、駅へのアクセス道路となる都市計画道路を整備する。 要素事業：道路（巣子駅線・巣子滝沢駅線）

・鉄道、バス利用者等の利便性及び安全性の向上を図るため、相互利用者の結節点として駐車場、複合交通センター等を整備する。
要素事業：地域生活基盤施設(駐車場・駐輪場・広場）
要素事業：高質空間形成施設(障害者誘導施設等）
要素事業：地域創造支援事業(複合交通センター・駅舎）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 街路 村 直
巣子駅線約200m,巣子滝
沢駅線約380ｍ H17 H21 H17 H21 478.3 478.3 478.3 478.3

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 村 直
駐車場約100台、駐輪場約
500台、広場約300㎡ H17 H19 H17 H19 109.3 109.3 109.3 109.3

高質空間形成施設 村 直 車椅子駐車場3台 H17 H19 H17 H19 3.8 3.8 3.8 3.8

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 591.4 591.4 591.4 591.4 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
村 直 － H17 H17 H17 H17 114.0 114.0 114.0 114.0

駅施設 村 直 － H1７ H19 H17 H19 63.4 63.4 63.4 63.4

－ 0.0

－ 0.0

－ 0.0

－ 0.0

－ 0.0

－ 0.0

合計 177.4 177.4 177.4 177.4 …B
合計(A+B) 768.8

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
IGRいわて銀河鉄道㈱ 国土交通省 ー ○ H17 H17 277

村 国土交通省 ー ○ H17 H19 102

合計 379

所管省庁名

駐車場

事業箇所名

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

（参考）事業期間

－

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名事業
細項目

地域創造
支援事業

調整池

全体事業費

調整池

地域生活基盤施設事業

－

駐車場・駐輪場・広場

障害者誘導施設等

事業
細項目

事業主体事業箇所名

事業期間（いずれかに○）

（仮称）巣子新駅ホーム

事業主体

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

駅施設

規模

－

－

－

－

複合交通センター・（仮称）巣子新駅舎

交付期間内事業期間
規模直／間

巣子駅線・巣子滝沢駅線

（参考）事業期間

0.0

0

うち民負担分

交付対象事業費 768.8 交付限度額 307.5 国費率 0.4

うち民負担分






